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声の広報をお届けしています　　　　　　　　　　　　　　　　　　
お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（�21－4545）・柳沢図書館（�６４－8240）へお問い合わせを

　

第
四
は
、
環
境
問
題
に
つ
い
て

の
対
応
で
あ
り
ま
す
。
市
役
所
も

自
ら
が
地
域
の
一
事
業
者
と
し

て
、
田
無
・
保
谷
両
庁
舎
と
出
張

所
を
対
象
に
、　

月
を
目
途
に
環

１０

境
に
関
す
る
管
理
運
営
の
仕
組
み

と
な
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認

証
取
得
を
行
い
、
今
後
も
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果
た
す
た

め
、
地
球
環
境
問
題
に
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、大
気
汚
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

本
年
度
は
市
の
所
有
す
る
車
両
に

つ
き
ま
し
て
も
、
天
然
ガ
ス
車
を

　

台
購
入
し
、
来
年
度
以
降
も
計

１１画
的
に
買
い
替
え
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
市
民

参
加
に
よ
り
検
討
さ
れ
、
昨
年
４

月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
環
境
基
本

条
例
に
続
き
ま
し
て
、本
年
度
は
、

環
境
基
本
計
画
を
市
内
事
業
所
の

代
表
者
や
市
民
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
頂
き
な
が
ら
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。
世
界
的
規
模
で
地
球
環

境
の
悪
化
が
危
ぐ
さ
れ
、
環
境
と

共
生
す
る
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り

が
急
が
れ
る
中
、
本
市
は
良
好
な

環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
将
来
を
見
据
え
た
長
期
的
な

観
点
か
ら
の
環
境
施
策
を
、
今
後

と
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
４
つ
の
主
要
な
施
策
に

つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
近
年
の
社

会
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
、
多
発

す
る
犯
罪
が
市
民
生
活
を
脅
か
す

懸
念
事
項
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
こ
の
問
題

に
早
期
に
対
応
す
べ
く
、本
年
度
、

関
係
団
体
や
市
民
参
加
に
よ
る
懇

談
会
を
設
置
し
、
多
様
な
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
犯
罪
か
ら
市
民

を
守
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
社
会
構
造
の

変
化
に
対
応
す
る
新
た
な
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
治
安
の

悪
化
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
体
制
と
仕
組

み
づ
く
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、昨

年
７
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た「
西

東
京
市
行
財
政
改
革
大
綱
」に
基

づ
き
、各
種
改
善
実
施
項
目
に
つ

い
て
、積
極
的
な
取
り
組
み
と
適

切
な
進
行
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。こ
の
大
綱
は
、ス
ピ
ー
ド
と

決
断
を
重
要
視
し
て
お
り
ま
す
。こ

れ
を
踏
ま
え
、定
員
管
理
の
適
正

化
、民
間
委
託
や
嘱
託
化
な
ど
を
じ

ん
速
に
推
し
進
め
、コ
ス
ト
意
識
や

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
意
識
を
持
っ
た
健

全
な
行
財
政
運
営
に
、不
断
の
取
り

組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

職
員
配
置
、窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
を
含
め
た
２
庁
舎
体
制
の
課
題
・

問
題
点
の
整
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、庁
内
で
十
分
議
論
を
重
ね
た

上
で
、一
定
の
方
向
性
を
示
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。一

方
で
は
、市
民
参
加
や
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
人
的
資
源
の
積
極
的
活

用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
、柔

軟
か
つ
多
様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
、市
民
の
皆
様
に
満
足
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

�　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
国
の
地

方
財
政
計
画
が
示
す
よ
う
に
、
昨

年
度
に
も
増
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
長
引
く
景
気
の
低
迷

や
雇
用
情
勢
の
悪
化
、
そ
し
て
依

然
と
し
て
続
く
地
価
の
下
落
傾
向

の
中
、本
市
の
基
幹
収
入
で
あ
り
、

貴
重
な
財
源
で
あ
る
市
税
や
利
子

■
本
市
の
財
政
状
況

割
交
付
金
が
前
年
度
以
上
の
大
幅

な
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
の
一
般
財
源
に
つ
い
て
も
伸

び
悩
み
、
交
付
税
や
交
付
税
の
振

替
え
財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策

債
等
の
依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
極
め
て
不
安
定
な
財
政
構

造
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。一
方
、

新
市
建
設
計
画
の
着
実
な
推
進
を

図
り
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
や

Ｉ
Ｔ
社
会
に
向
け
た
基
盤
整
備
の

促
進
に
も
的
確
に
対
応
し
、
市
民

と
協
働
し
た
個
性
と
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
引

き
続
き
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成　

年
度
予
算
は
、
前
年
度
と

１５

同
様
に
、
新
市
建
設
計
画
の
基
本

理
念
の
実
現
に
向
け
た
予
算
で
あ

る
と
位
置
付
け
、
４
つ
の
重
点
施

策
を
は
じ
め
、
各
施
策
の
主
要
事

業
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
を
主

眼
に
、
過
年
度
の
実
績
や
執
行
状

況
の
適
切
な
把
握
や
費
用
対
効
果

の
分
析
に
努
め
、
な
お
一
層
の
歳

入
の
確
保
と
歳
出
の
抑
制
を
図

り
、
適
正
な
行
政
水
準
の
維
持
に

努
め
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
平
成　

年
度
の
一
般
会

１５

計
の
総
額
は
前
年
度
比
７
・
１�

の
減
、　

億
９
千　

万
円
と
な
り

５５５

３００

ま
し
た
。

�　

歳
入
に
つ
い
て
、
市
税
に
お
い

て
は
、
個
人
市
民
税
が
所
得
の
落

ち
込
み
に
よ
り
大
幅
な
減
収
と
な

る
一
方
、
法
人
市
民
税
に
お
い
て

も
市
内
の
企
業
等
の
業
績
回
復
が

見
込
め
ず
、
前
年
度
と
同
様
に
低

い
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
依
然

と
し
て
地
価
が
下
落
傾
向
に
あ
る

こ
と
と
、
本
年
度
実
施
す
る
評
価

替
え
に
伴
い
、
既
存
家
屋
が
大
き

く
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら
大
幅

な
減
収
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
市
税
は　

億
２

２６６

■
歳
入

千　

万
６
千
円
、
前
年
度
比
２
・

９４６
７�
、
７
億
３
千　

万
６
千
円
の

９１

減
額
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
主
要

な
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
が
３
年

連
続
、
前
年
度
を
下
回
る
水
準
と

な
り
、
財
政
運
営
を
取
り
巻
く
環

境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

利
子
割
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

高
金
利
の
郵
便
貯
金
の
集
中
満
期

が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年

度
比　

・
４�
と
大
幅
な
減
額
と

５８

な
る
２
億
４
千　

万
円
を
見
込
み

６００

ま
し
た
。
地
方
消
費
税
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
個
人
消

費
の
低
迷
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
前
年
度
並
み
の　

億
６
千　

１６

５００

万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
地
方
特

例
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
恒
久
的

減
税
に
よ
る
影
響
見
込
額
を
踏
ま

え
、
前
年
度
比
６
・
４�
の
減
額

と
な
る　

億
５
千　

万
円
を
見
込

１１

７００

み
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
は
、
総
額
で　

億
千　

万
円
を

２９

３００

見
込
み
ま
し
た
。
前
年
度
と
比
較

し
て
６
億　

万
円
の
減
で
あ
り
ま

７００

す
が
、そ
の
内
訳
と
し
ま
し
て
、普

通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
合
併
に

伴
う
「
算
定
替
」
に
よ
り
積
算
し
、

普
通
交
付
税
の
振
替
え
財
源
で
あ

る
臨
時
財
政
対
策
債
分
を
控
除
し

た　

億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。特

２６
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、通
常
ル

ー
ル
分
を
１
億
円
と
し
、「
市
町
村

合
併
に
対
す
る
措
置
」
分
と
し
て

２
億
千　

万
円
を
加
算
し
て
３
億

３００

千　

万
円
と
見
込
み
ま
し
た
。

３００

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、前
年

度
比
６
・
８�
減
の　

億
２
千　

万

５２

７００

２
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。そ

の
主
な
内
容
と
し
て
、ひ
ば
り
ヶ
丘

駅
お
よ
び
東
伏
見
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
伴
う
、人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
事
業
に
１
億
５
千
万
円

を
見
込
ん
だ
ほ
か
、（
仮
称
）合
併
記

念
公
園
整
備
事
業
に
２
億
円
、け
や

き
小
学
校
建
設
工
事
に
３
億
５
千

　

万
円
等
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

９４５
　

都
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
比
５
・
６�
減
の　

億
４
千　

４６

３９４

万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
主
な
内
容
と
し
て
、保
健
福
祉
、

教
育
等
に
係
る
各
種
補
助
金
を
計

上
す
る
ほ
か
、
市
町
村
に
対
す
る

財
源
補
完
制
度
で
あ
る
市
町
村
振

興
交
付
金
に
３
億
９
千　

万
円
、

６００

市
町
村
調
整
交
付
金
に
６
億
７
千

　

万
８
千
円
な
ど
を
見
込
ん
だ
と

１１０こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
整
備
基
金
を
新
市
建
設
計
画

事
業
な
ど
に
充
て
る
た
め
６
億
６

千　

万
円
繰
り
入
れ
て
お
り
ま

３００
す
。
そ
の
他
退
職
手
当
基
金
、
地

域
福
祉
基
金
な
ど
の
特
定
目
的
基

金
９
億
５
千　

万
８
千
円
、
財
政

４４８

調
整
基
金　

億
６
千
万
円
な
ど
、

１６

基
金
繰
入
金
総
額
で
前
年
度
比
９

・
１�
、
３
億
２
千　

万
５
千
円

８２６

減
の　

億
７
千　

万
８
千
円
を
計

３２

７４８

上
い
た
し
ま
し
た
。

　

市
債
に
つ
い
て
は
、
新
市
建
設

計
画
事
業
に
伴
う
合
併
特
例
債
を

　

億
８
千　

万
円
、
恒
久
的
減
税

２５

２６０

に
伴
う
住
民
税
等
減
税
補
て
ん
債

を
４
億
千　

万
円
、
地
方
一
般
財

９０

源
の
不
足
に
対
処
す
る
た
め
の
臨

時
財
政
対
策
債
は
前
年
度
比
約
２

・
１
倍
の　

億
８
千　

万
円
、
さ

３６

５００

ら
に
、
そ
の
他
の
通
常
債
と
し
て

白
子
川
改
修
事
業
、
ひ
ば
り
が
丘

四
丁
目
地
内
雨
水
対
策
事
業
な
ど

４
億
２
千　

万
円
、
市
債
総
額
で

２３５

　

億
８
千　

万
円
減
の　

億　

万

１６

９４５

７１

８５

円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
合
併
特
例
債
の
主
な
事

業
は
、（
仮
称
）
合
併
記
念
公
園
整

備
事
業
に
４
億
８
千　

万
円
、
け

４００

や
き
小
学
校
建
設
事
業
に　

億　
１７

５００

万
円
、
保
谷
都
市
計
画
道
路
３
･

４
･　

号
線
整
備
事
業
に
１
億
２

１２

千　

万
円
、
小
学
校
校
舎
耐
震
補

７４０
強
お
よ
び
小
学
校
体
育
館
大
規
模

改
造
事
業
に
１
億
８
千　

万
円
な

８８０

ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

�　

性
質
別
の
歳
出
で
は
、
義
務
的

■
歳
出

経
費
で
あ
る
人
件
費
に
つ
い
て

は
、
職
員
定
数
の
適
正
化
、
前
年

度
の
給
与
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
影

響
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
そ
の
抑

制
に
努
め
ま
し
た
。

　

扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
長
引
く

経
済
情
勢
等
の
低
迷
に
よ
り
、
生

活
保
護
費
が
大
幅
な
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
公
債
費
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
の
新
規
借
入
見
込
分
を
加

え
た
所
要
の
償
還
費
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。
次
に
、
投
資
的
経
費

は
、ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
・
東
伏
見
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
、
前
年
度

か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
る（
仮
称
）

合
併
記
念
公
園
の
整
備
お
よ
び
け

や
き
小
学
校
の
建
設
、
都
市
計
画

道
路
の
整
備
、生
活
道
路
の
整
備
、

小
・
中
学
校
の
施
設
改
修
工
事
な

ど
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
も
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
に
は
保
険
料

の
賦
課
限
度
額
の
改
正
、
出
産
育

児
一
時
金
等
の
増
額
を
踏
ま
え
、

前
年
度
比
０
・
６�
増
の　

億
７

２２

千　

万
８
千
円
、
下
水
道
事
業
特

３１
別
会
計
に
は
下
水
道
使
用
料
の
見

直
し
を
踏
ま
え
、
前
年
度
比
２
・

３�
増
の　

億
７
千　

万
５
千

２５

７７７

円
、
老
人
保
健
（
医
療
）
特
別
会

計
に
は
前
年
度
比　
�
増
の
７
億

１１

７
千　

万
２
千
円
、
介
護
保
険
特

４６

別
会
計
に
は
第
２
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
前
年
度
比
５
・

０�
増
の　

億
５
千　

万
千
円

１１

３２

等
、
総
額
で
前
年
度
比
３
・
１�

増
の　

億
７
千　

万
４
千
円
を
計

６７

６７７

上
い
た
し
ま
し
た
。

�　

平
成　

年
度
の
主
要
な
施
策
に

１５

つ
き
ま
し
て
は
、「
新
市
建
設
計

画
」
の
施
策
体
系
を
基
本
と
し
、

主
要
事
業
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
地
域
の
中
で
支
え
あ
う
福
祉
の

ま
ち
…
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、

病
後
児
保
育
室
の
設
立
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ

い
て
検
討
、
こ
ど
も
の
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
子
育
て
支
援

計
画
の
策
定
、
子
育
て
支
援
の
充

実
、
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
の

策
定
、
痴
呆
性
高
齢
者
等
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
、
地
域
福
祉
計
画

の
策
定
、
障
害
者
基
本
計
画
の
策

定
、
障
害
者
就
労
援
助
事
業
、
精

神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
、

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
・
東
伏
見
駅
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
事
業
、
成
年
後
見
制

度
等
の
利
用
支
援
事
業
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
実
施
事
業

◎
環
境
に
や
さ
し
く
美
し
い
ま
ち

…
（
仮
称
）
合
併
記
念
公
園
の
整

備
、
環
境
基
本
計
画
の
策
定
、（
仮

称
）
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
建
設

◎
若
者
を
育
て
る
ま
ち
…
小
・
中

学
校
の
施
設
整
備
、
青
嵐
中
学
校

校
舎
建
替
え
、
西
原
地
区
小
学
校

統
合
事
業
、
小
学
校
給
食
の
食
器

改
善
、
中
学
校
給
食
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
、
教
育
相
談
機
能
の
充

実
、
特
色
あ
る
教
育
の
実
現
、
生

涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定
、
学
校

週
５
日
制
関
係
事
業
、
絵
本
と
子

育
て
事
業

◎
安
全
で
快
適
な
ま
ち
…
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
、
都

市
計
画
道
路
の
整
備
、
市
道
の
整

備
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

■
主
要
な
施
策

の
推
進
、
保
谷
駅
南
口
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
、
緑
の
基
本
計
画

の
策
定
、
緊
急
物
資
の
充
実
、
市

体
育
館
の
建
て
替
え

◎
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
育
つ
ま
ち

…
地
域
産
業
の
育
成
、
農
業
振
興

計
画
の
策
定

◎
市
民
が
参
加
す
る
活
力
あ
る
ま

ち
…
西
東
京
市
誕
生
３
周
年
記
念

事
業
、特
定
非
営
利
活
動
団
体（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）等
と
の
協
働
お
よ
び
支
援
、

総
合
計
画
の
策
定
、地
域
情
報
化

の
推
進
、男
女
平
等
の
推
進
、女
性

セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

�　

全
国
の
地
方
自
治
体
に
お
い

て
、
合
併
特
例
法
の
期
限
で
あ
る

平
成　

年
３
月
に
向
け
、
合
併
論

１７

議
が
沸
騰
す
る
中
、
西
東
京
市
は

今
な
お
、
そ
の
先
進
事
例
と
し
て

注
目
と
脚
光
を
浴
び
る
存
在
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
単
に

合
併
を
成
し
遂
げ
た
プ
ロ
セ
ス
に

と
ど
ま
ら
ず
、
合
併
の
効
果
や
意

義
を
見
出
す
た
め
の
道
標
と
し

て
、
そ
の
後
の
本
市
の
行
政
運
営

の
軌
跡
に
、
強
い
期
待
と
熱
い
視

線
が
注
が
れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
本
市
に

与
え
ら
れ
た
使
命
は
、
市
町
村
合

併
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
責
務

を
果
た
し
、　

世
紀
の
新
し
い
自

２１

治
体
像
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
る

と
実
感
す
る
し
だ
い
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
市
民
の
皆

様
が
、
こ
の
地
に
誇
り
と
愛
着
を

抱
き
、
住
む
こ
と
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け

て
、
高
い
志
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら

の
市
政
運
営
に
最
大
限
の
努
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

冒
頭
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す

が
、
私
は
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
、
新
た
な
時
代
の
扉
を
開
く
勇

気
あ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

■
お
わ
り
に

東伏見駅のバリアフリー化を進めます

市
民
の
皆
さ
ん
に
満
足
い
た
だ

け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を


